






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図－ 10　〈F本〉表表紙図－ 11　〈D本〉による第 49 オ部分
［
資
料
紹
介
］
蝠
翔
斎
弘
度
編
輯
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
六
種
79
　
　
お
わ
り
に
　
例
え
ば
、
第
51
ウ
か
ら
第
53
ウ
に
か
け
て
「
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。
あ
め
つ
ち
の
ま
こ
と
の
ミ
ち
ハ
明あき
ら
け
き
月
日
の
め
く
ミ
た
か
ひ
な
く
、
春はる
ハ
花はな
さ
き
秋あき
み
の
り
、
目
出
た
く
治
お
さ
ま
る
あ
め
か
下
、
弓ゆミ
ハ
袋
ふ
く
ろ
に
矢や
ハ
は
こ
に
、
よ
ろ
ひ
か
ふ
と
ゝ
い
ふ
も
の
ハ
五
月
人にん
形げふ
に
見
た
ば
か
り
、
屏びや
う
ぶ風
ふ
す
ま
や
絵ゑ
双ぞう
紙し
に
か
ら
や
ま
と
の
い
く
さ
事
、
能のう
や
う
た
ひ
や
芝しば
居ゐ
」
51ウ
　
も
の
見
た
り
聞きい
た
り
な
ぐ
さ
む
も
い
ま
太たい
平へい
の
お
か
け
そ
や
、
飢うへ
す
こ
ゞ
え
す
く
ら
す
事
、
い
か
な
る
く
は
ほ
う
の
う
ま
れ
そ
や
、
耕こう
作さく
す
れ
は
田た
畑はた
あ
り
、
麦むぎ
米こめ
粟あわ
稗ひへ
何
な
り
と
心
ま
か
せ
に
作つく
り
出だ
し
、
野の
あ
る
き
山
あ
る
き
し
た
と
て
も
ゆ
び
壱
本
さ
す
も
の
な
く
、
江ゑ
戸ど
長なが
さ
き
へ
い
た
と
て
も
こ
ち
に
無む
理り
せ
す
無む
理り
い
」
52 オ
　
は
ね
は
、
つ
ぶ
て
ひ
と
つ
う
つ
も
の
な
く
、
河かハ
に
は
橋はし
か
け
て
あ
り
、
橋
な
き
所
は
船ふな
渡わた
し
、
馬うま
を
や
ろ
う
か
駕かこ
を
や
ろ
う
か
、
は
ら
か
へ
つ
た
ら
一
せ
ん
め
し
、
日
か
く
れ
た
ら
ハ
は
た
こ
や
ど
、
あ
ま
さ
け
上
か
ん
あ
ん
は
い
よ
し
、
あ
ん
ま
り
御
ち
そ
ふ
か
過すぎ
る
ゆ
へ
、
お
り
〳
〵
御
料れう
理り
の
く
ひ
過すこ
し
、
づ
ゝ
う
ふ
く
つ
う
し
や
く
つ
か
へ
」
52ウ
　
節せつ
季き
に
む
ね
を
い
た
め
た
り
、
ぶ
ん
さ
ん
か
け
を
ち
く
び
く
ゝ
り
、
ミ
な
こ
れ
御
馳ち
走そう
過
る
ゆ
へ
、
な
ん
ぼ
御
ち
そ
う
な
さ
れ
て
も
は
ら
か
へ
ら
ね
は
く
は
ぬ
か
よ
し
、
い
ふ
て
わ
る
ひ
ハ
い
は
ね
か
よ
し
、
の
ん
で
わ
る
ひ
は
の
ま
ぬ
か
よ
し
、
買
ふ
て
わ
る
ひ
は
か
は
ぬ
か
よ
し
、
そ
こ
で
お
な
か
ゝ
あ
ん
ば
い
よ
し
、
親おや
子こ
に
こ
〳
〵
」
53 オ
　
夫ふ
う
ふ婦
中
よ
く
天
下
太
平
に
治
お
さ
ま
る
あ
す
か
ら
ハ
あ
だ
に
明
日
を
く
ら
じ
と
　
お
も
ひ
し
か
ど
も
け
ふ
も
く
ら
し
つ
　
　
　
地ぢ
震しん
の
う
た
に
世
の
中
の
お
こ
り
ハ
じ
し
ん
こ
ゝ
ろ
か
ら
　
ゆ
す
り
す
こ
す
と
家
ハ
つ
ぶ
れ
る
80
む
つ
く
ら
と
丸
か
ど
あ
れ
や
人
こ
ゝ
ろ
　
あ
ま
り
ま
る
き
も
こ
ろ
び
や
す
け
れ
」
53ウ
○
読
点
を
私
に
付
し
た
。
○
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。
○
濁
点
は
マ
ヽ
で
あ
り
、
手
を
加
え
て
は
い
な
い
。
　
右
の
う
ち
、
「
あ
す
か
ら
ハ
」
歌
は
『
玉
葉
集
』
巻
第
十
九
、
釈
教
歌
、
二
七
〇
五
番
歌
、
慶
政
上
人
詠
で
あ
り
、
守
本
恵
観
編
『
心
学
絵
入
道
歌
百
首
和
解
』
（
明
治
十
九
年
刊
）
に
も
採
歌
さ
れ
て
あ
る
。
『
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
（
『
御
代
腹
皷
』
）
（
寛
政
九
年
序
）
は
小
冊
と
し
て
出
さ
れ
た
心
学
書
。
す
な
わ
ち
『
御
代
の
は
ら
つ
ゝ
ミ
』
が
『
玉
葉
集
』
二
七
〇
五
番
歌
を
引
き
、
こ
れ
を
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
そ
っ
く
り
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
学
書
に
お
け
る
一
般
的
な
手
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
「
地
震
の
う
た
に
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
は
、
心
学
書
一
般
に
倣
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
A
本
の
第
63
丁
が
欠
け
、
C
本
の
第
26
丁
・
第
44
丁
が
落
丁
し
て
い
る
の
は
、
全
く
の
偶
発
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、
恣
意
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
A
本
あ
る
い
は
C
本
が
敢
え
て
当
該
部
分
を
欠
丁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
　
本
書
の
書
名
は
、
外
題
は
『
教訓
古
今
道
し
る
べ
』
で
あ
り
、
内
題
は
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
や
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
は
内
題
に
従
い
、
教訓
古
今
道
し
る
べ
　
全
　
　
一
冊
　
蝙
蝠
斎
　
天
保
八
年
（
『
雲
泉
荘
山
誌
』
巻
之
三
、  
五
〇
頁
）
と
す
る
杉
浦
丘
園
は
外
題
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
国
書
総
目
録
』
等
が （
　
　
　
　
　
）
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『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
六
種
81
○別
古
今
道
し
る
べ
と
し
、
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
が
金
沢
市
村
松
（
「
古
今
道
し
る
べ
」
一
冊
）
と
登
載
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
角
書
は
時
に
省
略
し
て
称
さ
れ
る
故
、
「
教
訓
」
語
が
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
何
れ
に
し
て
も
、
本
稿
は
『
国
書
総
目
録
』
等
へ
の
補
追
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
注　
こ
に
序
を
寄
せ
画
賛
を
寄
せ
た
錚
々
た
る
人
人
は
、
当
時
吉
備
三
国
の
名
士
。
書
画
家
が
多
い
の
は
絹
商
と
し
て
の
付
合
い
が
あ
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。
72
オ
～
73
ウ
の
『
稿
人
名
録
』
に
は
次
（
図
12
～
図
15
）
の
如
く
あ
る
が
、図－ 12　72 オ
図－ 13　72ウ
82
（
1
） 『
岡
山
和
歌
俳
諧
人
名
辞
典
』
（
道
原
正
一
著
、
思
文
閣
）
（
2
） 『
改
訂
増
補
漢
文
学
者
総
覧
』
（
長
澤
孝
二
編
、
汲
古
書
院
）
（
3
） 『
和
学
者
総
覧
』
（
國
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、
汲
古
書
院
）
（
4
） 『
神
道
人
名
辞
典
』
（
神
社
新
報
社
）
等
を
便
に
若
刊
名
の
解
説
を
し
て
お
く
。
ア
　
醍
廬
萬
波
甚
太
郎
　
字
は
伯
信
、
別
号
を
復
堂
、
天
保
十
四
年
歿
。
岡
山
藩
儒
に
し
て
閑
谷
学
校
教
授
。
イ
　
松
斎
藤
井
長
門
守
　
松
斎
は
藤
井
高
尚
の
号
、
別
号
松
ノ
屋
、
少
く
し
て
小
寺
清
先
に
国
学
を
学
び
、
後
本
居
宣
長
の
門
に
入
る
。
入
木
道
は
梨
木
祐
為
に
つ
く
。
備
中
の
吉
備
津
宮
々
司
。
天
保
十
一
年
歿
。
そ
の
著
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
は
白
眉
な
り
。
図－ 14　73 オ
図－ 15　73ウ
［
資
料
紹
介
］
蝠
翔
斎
弘
度
編
輯
『
教
訓
古
今
道
し
る
べ
』
六
種
83
ウ
　
天
遊
菅
三
郎
　
菅
茶
山
の
甥
、
自
牧
斎
ま
た
良
庵
と
号
す
。
頼
山
陽
等
に
儒
を
学
ぶ
。
万
延
元
年
歿
。
エ
　
聿
斎
北
條
退
輔
　
北
條
退
輔
は
志
摩
的
矢
出
身
の
備
後
福
山
藩
儒
北
條
霞
亭
の
息
男
。
間
軒
あ
る
い
は
秋
佳
と
号
す
。
詩
を
よ
く
す
。
オ
　
楽
々
斎
小
早
川
文
五
郎
　
小
早
川
文
吾
と
通
称
し
、
楽
々
斎
と
号
す
。
小
早
川
戇
と
い
う
。
明
治
十
三
年
歿
。
カ
　
蕉
窻
奥
田
庄
蔵
　
備
中
高
梁
藩
士
。
名
を
盛
香
、
号
を
楽
山
・
蕉
窓
・
五
愛
楼
等
い
う
。
中
井
履
軒
・
菅
茶
山
に
学
ぶ
。
万
延
元
年
歿
。
キ
　
球
山
田
安
五
郎
　
山
田
安
五
郎
は
方
谷
と
号
し
、
字
を
琳
卿
と
い
う
。
備
中
松
山
高
梁
藩
儒
、
明
治
十
年
歿
。
世
に
閑
谷
学
校
再
興
を
計
っ
た
こ
と
で
知
ら
る
。
ク
　
蓮
陂
今
村
左
橘
　
福
山
藩
士
今
村
五
兵
衛
は
蓮
坡
・
退
翁
・
風
居
と
号
し
、
士
孟
・
綽
夫
等
と
字
す
。
安
政
六
年
歿
。
ケ
　
光
海
小
寺
監
物
　
小
寺
監
物
、
名
は
清
之
、
字
は
光
海
、
号
は
棟
園
。
小
寺
清
先
の
長
子
に
し
て
神
島
の
稲
荷
神
社
宮
司
と
な
る
。
天
保
十
四
年
歿
。
コ
　
廉
之
小
寺
帯
刀
　
小
寺
清
先
の
次
子
。
サ
　
雲
鵬
小
埜
貞
三
郎
　
小
野
貞
三
郎
は
、
初
め
湘
雲
と
号
し
、
後
に
雲
鵬
と
号
す
。
書
家
と
し
て
名
を
な
す
が
、
岸
駒
等
に
学
ん
だ
画
を
以
て
丹
波
亀
山
藩
の
絵
師
と
な
る
。
歌
は
小
野
務
（
通
称
本
太
郎
、
安
政
元
年
歿
）
の
門
に
入
り
、
『
鰒
玉
集
』
六
編
「
雑
部
」
に
「
浦
島
子
」
題
に
て
入
集
す
る
小
野
機
そ
の
人
で
あ
る
。
安
政
三
年
歿
。
84
シ
　
屏
石
井
上
真
澄
　
名
を
謙
満
・
弦
丸
、
号
を
屏
石
・
楠
堂
と
い
う
井
上
真
澄
は
、
平
賀
元
義
の
門
に
し
て
足
高
神
社
祠
官
。
歌
人
と
し
て
名
が
あ
る
。
安
政
三
年
歿
。
ス
　
慶
雲
斎
小
原
氏
　
慶
雲
斎
は
姓
を
小
原
、
称
を
三
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
・
広
輔
、
字
を
子
典
、
名
を
常
之
・
輗
、
号
を
慶
雲
斎
・
旭
岡
・
蘆
汀
、
屋
号
を
宮
崎
屋
、
と
称
す
。
井
上
端
木
が
こ
と
。
和
歌
を
小
沢
蘆
庵
に
学
び
、
『
鴨
川
集
』
に
入
集
。
画
を
岸
駒
に
就
い
て
修
め
、
鶴
の
画
を
能
く
し
て
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
る
。
天
保
十
一
年
歿
。
家
集
に
『
鄙
塵
集
』
あ
り
。
（
本
学
名
誉
教
授
）
